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 「□34 授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていた」と肯定的に回答した児童生

徒の割合は、小学校で 82.8％（全国－0.6pt）、中学校で 80.2％（全国＋0.9pt）であり、昨年度と比

較してわずかに減少しています。 

また、「■30 前年度までに、学習指導において、児童（生徒）一人一人に応じて、学習課題や活動を工

夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小学校では昨年度より 1.2pt 増加し、中学校では 7.9pt 減

少しています。「個別最適な学び」の実現に向けて、日々の授業の中で、児童生徒一人一人に応じて、①

学習環境を整備したり、③自己選択・自己決定のある学習にしたりすることに真摯に取り組んでいるか

らこそ、その難しさを感じているのかもしれません。どのような点に留意すればよいのでしょうか？ 

個に応じた指導の取組は停滞傾向にある 

 Column 

「個別最適な学び」の進捗状況は？ 

□34 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業は、自分にあった
教え方、教材、学習時間などになっていましたか 

【児童生徒質問調査】

82.1 81.2
84.2 83.7

82.881.4
79.7 

82.9 
84.3

83.4

74.1
76.6 76.2

80.9
80.2

74.3 75.3 74.9 

80.9

79.3

60

70

80

90

R３ R４ R５ R６ R７

（％） 
「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

■30 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童（生徒）一人一人に応じて、学習課題や活動を
工夫しましたか                          【学校質問調査】 

小学校（香川） 

中学校（香川） 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

75.0％ 

82.9％ 

85.9％ 

84.7％ 

86.5％ 

82.1％ 

香川県教育委員会では、全ての児童生徒に、これ

からの社会で求められる資質・能力を育成すること

を目指し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を推進しています。 

そして、授業改善の視点として、次の４つを提案

しています。 
 

※香川県教育委員会 義務教育課 学力向上モデル校事業資料より引用 

①学習環境     ②学びがいのある課題設定 

③自己選択・自己決定 ④学びの過程の振り返り 
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本年度の「学力向上モデル校事業」、小学校３年生国

語科での実践です。「自分が選んだ本のあらすじをまと

めて紹介する」という単元のゴールを設定し、単元のは

じめに、児童とともにゴールまでの見通しを話し合い、

学習計画を立てました。その際、「いきなり長い文章は

難しい」という児童の意見を取り入れ、まず簡単な物語

で練習をする時間を設けています。 

本時では、１年生で学習した簡単な物語文を扱い、第

一場面を全体で読み解きながら、あらすじをまとめるコ

ツを確認しました。その後、各自が紹介したい場面を選

んで取り組めるようにし、主体性を促しました。 

本時の授業を通して、「自分た

ちの力でできた」という達成感

を得ることが、単元を通した主

体的な学びにつながりました。 

 

 

Ⅰ 

特 
 

集 
 

 

「個別最適な学び」の目的を考える 

 「□34 自分にあった教え方、教材、

学習時間などになっている」と肯

定的に回答した児童生徒ほど、「□

32 課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいる」と肯

定的に回答している傾向が見られ

ます。 

 先生方が日々取り組まれている

「個別最適な学び」の目的は、全て

の児童生徒が主体的に学ぶ楽しさ

を実感することです。①学習環境

の整備や③自己選択・自己決定の

機会の提供は目的化しがちです

が、児童生徒の意欲を引き出す

きっかけに過ぎません。 

本当に大切なのは、児童生徒自

身が自分の特性や学び方を自覚で

きるようにすることです。その気

付きこそが、一人一人を主体的な

学びへ導く鍵です。多様な個性に

寄り添い、自分の力で学び進める

よう支えることが大切です。 

自分にあった学び方になっていることと、主体的な取組には相関がある 
 Column 

 文部科学省の※1 サポートマガジン「みるみ

る」では、児童生徒が、主体的に学びを進め

る力を身に付けるためには、教師がきめ細か

く指導・支援することに加えて、児童生徒一

人一人が主体的に学習を調整できるように

することが大切だと述べられています。 

 この実現には、教師が 1 時間の授業では

なく、単元全体で学習をデザインし、学習方

法を教えながら徐々に児童生徒に委ねてい

く授業が効果的です。単に③自己選択・自己

決定の場を設けるだけでなく、左の実践のよ

うに、児童生徒の声に耳を傾け、学習の進め

方をともに考えることも、主体性を引き出す

有効な手立てとなるでしょう。 

 Column 

主体性を引き出す鍵は「児童生徒とともに考える」プロセス 

中学校（香川） 

小学校（香川） ①当てはまる   ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

 

①当てはまる   ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

※1 P18 へ 
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 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 

｜ 8 ｜



- 8 - 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 
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振り返りの内容やタイミングを工夫する 

 「□36学習した内容について、分かった

点や、よく分からなかった点を見直し、次

の学習につなげることができている」と

肯定的に回答した児童生徒ほど、「□32 課

題の解決に向けて、自分で考え、自分から

取り組んでいる」と肯定的に回答してい

る傾向が見られます。 

このことは、④学びの過程の振り返り

をすることで、児童生徒が自分の学習状

況や成長を客観的に捉えられているため

と考えられます。そして、そのような自己

認識が、次の学習へ主体的に取り組む力

へとつながっていると推察されます。 

効果的な振り返りのためには、教師が

単元全体を見通して児童生徒の学びを構

想し、振り返りの内容やタイミングを工

夫することが重要です。さらに、一人一人

が自らの学びを表現できる機会をつくる

ことが、主体的な学びを促すでしょう。 

学習内容を見直し次の学習につなげることと、主体的な取組には相関がある 

 Column 

相手意識や目的意識をもった話し合いの場をつくる 

聞き手を意識した発表と、学びを深めることには、相関がある 

発表していた 
（1052 人） 

 
どちらかといえば、発表していた 

（2636 人） 
 

どちらかといえば、発表していなかった 
（2138 人） 

 
発表していなかった 

（1050 人） 
 

考えを発表する機会はなかった 
（162 人） 

※ 小学校（香川）でも、同

様の傾向が見られています。 

①68.7%

①38.8%

①23.6%

①17.7%

①17.3%

②26.0%

②52.9%

②57.9%

②47.1%

②30.9%

③2.7%

③6.0%

③14.7%

③21.7%

③13.6%

④0.8%

④0.8%

④2.4%

④11.5%

④17.9%

⑤0.6%

⑤0.2%

⑤0.3%

⑤1.5%

⑤19.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる 
（2１２４人） 

 
どちらかといえば、当てはまる 

（35６２人） 
 

どちらかといえば、当てはまらない 
（1４７５人） 

 
当てはまらない 

（３０６人） 

①52.9%

①17.8%

①7.1%

①8.5%

②40.2%

②62.6%

②41.9%

②19.0%

③6.3%

③18.3%

③46.0%

③37.6%

④0.6%

④1.2%

④5.0%

④35.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 「□31自分の考えがうまく伝わるように工夫して発表している」と肯定的に回答した生徒ほど、「□35話し

合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができている」と肯定的

に回答しています。「伝えたい」という思いをもつことが、学びを深める上で大切だと示唆されます。この

思いを高めるには、伝える相手や場面を具体的に設定したり、児童生徒自身の「問い」を学習の出発点に

したりするなど、児童生徒にとって、②学びがいのある学習課題となるように工夫することが大切です。 

 Column 

①54.5%

①15.4%

①6.8%

①3.8%

②40.2%

②66.1%

②43.4%

②15.1%

③4.3%

③17.4%

③44.8%

③39.1%

④0.5%

④0.9%

④4.7%

④42.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる 
（1５６８人） 

 
どちらかといえば当てはまる 

（3４２５人） 
 

どちらかといえば当てはまらない 
（1６５０人） 

 
当てはまらない 

（３１７人） 

□31自分の考えなどを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している 
× 

□35学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができている 
クロス集計 

 

 
 中学校（香川） 

□35学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
新たな考え方に気付いたりすることができている 

①当てはまる   ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

⑤学級の友達との間で話し合う活動を行っていない 

□36学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見
直し、次の学習につなげることができている 

× 
□32課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた 

クロス集計 
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検証から改善へ 

課題１ 資料に書かれている文や図が示している意図は何かを考え、解釈して表現する 

 

 全国学力・学習状況調査の目的は、「児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における児童生徒へ

の学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てること」「教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るこ

と」です。つまり、教育委員会や学校が、それぞれの課題を明確にし、その課題に対して具体的な対策を講

じ、その対策の成果を評価し、次の課題を見つけて取り組んでいくというサイクルが大切なのです。 

 県教育委員会としては、P６で述べたように、全ての児童生徒に「主体的・対話的で深い学び」の実現を通

じて、これからの社会で求められる資質・能力を育成することを目指し、「『個別最適な学び』と『協働的な

学び』の一体的な充実」に向けた授業改善を推進しているところです。そうした中で、全国学力・学習状況

調査の結果から、教科に関する調査では、「資料などから問題解決に必要な情報を見付け出すこと」はできる

ものの、Ｐ２で示したように、「資料に書かれている文や図が示している意図は何かを考え、解釈して表現す

ることや、知識・技能を様々な問題場面に生きて働くものとして習得すること」に課題があることが明らか

となりました。また、質問調査では、「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」に向けて、

Ｐ６～Ｐ９で述べてきたような課題が明らかとなりました。 

 こうした課題に対し、県教育委員会が考える授業改善の方策は次のとおりです。教科を問わず、すべての

教職員が日々の授業でこの方策を実施するとともに、機会を捉えてその成果を評価し、さらなる改善に努め

るようお願いします。 

課題１を解決するための方策として、例えば、「小学校算数設問４」の

ような、図や表、資料などを示したときに、その図や表、資料などが、何

を表そうとしているのか、また、何を問おうとしているのか、児童生徒が

その意図を説明する活動を仕組むことが大切です。 

その他にも、国語では、具体的なインタビュー場面や資料等を見なが

ら、発言者がなぜそのように発言したのかをグループなどで説明し合う

活動を取り入れたり、理科では、実験の際に、なぜその実験方法がよいの

か、なぜその条件で実験するのかといったことを児童生徒が説明する時

間を設定したりすることが効果的です。 R７ 小学校算数設問  ４  より 

課題２を解決するための方策として、例えば、「小学校理科設問２（２）」

のように、「電流の流れが輪になっていると電流が流れる」という知識を、

実際のおもちゃ作りなどに活用しながら、より習得を促すことが考えら

れます。 

その他にも、国語では、漢字を生活場面の中で使用したり、自分の書い

た文章をポイントを絞って推敲したりする機会を増やすことや、数学で

は、ある事柄が常に成り立つとは限らないことを具体的な反例をあげて

説明する活動を位置付けるなど、生きて働くものにしていくことが大切

になります。 

R７ 小学校理科設問  ２  より 

（１） 教科に関する調査の課題に対する授業改善の方策 
 

授業ですべきこと！ 

資料や友達の発言の意図などについて、自分の言葉で説明する

時間をとる 

 

課題２ 知識・技能を様々な問題場面に生きて働くものとして習得する 

 
授業ですべきこと！  

知識・技能を活用する場面を授業や生活場面に意図的に位置付

ける 

 家に帰ったあさひさんは、つめかえ用のハン
ドソープがのっている広告を見ました。 
 広告には、つめかえ用のハンドソープが「10％
増量」と書かれています。増量前のつめかえ用
のハンドソープの量は800mL です。 

 増量後のハンドソープの量は、増量前のハン
ドソープの量の何倍ですか。上の㋐にあてはま
る数を、下の１から４までの中から１つ選んで、
その番号を書きましょう。 

 人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね
（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょ
うか。 
 下の１から４までの中から１つ選んで、その
番号を書きましょう。 

｜ 10 ｜



- 10 - 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証から改善へ 

課題１ 資料に書かれている文や図が示している意図は何かを考え、解釈して表現する 

 

 全国学力・学習状況調査の目的は、「児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における児童生徒へ

の学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てること」「教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るこ

と」です。つまり、教育委員会や学校が、それぞれの課題を明確にし、その課題に対して具体的な対策を講

じ、その対策の成果を評価し、次の課題を見つけて取り組んでいくというサイクルが大切なのです。 

 県教育委員会としては、P６で述べたように、全ての児童生徒に「主体的・対話的で深い学び」の実現を通

じて、これからの社会で求められる資質・能力を育成することを目指し、「『個別最適な学び』と『協働的な

学び』の一体的な充実」に向けた授業改善を推進しているところです。そうした中で、全国学力・学習状況

調査の結果から、教科に関する調査では、「資料などから問題解決に必要な情報を見付け出すこと」はできる

ものの、Ｐ２で示したように、「資料に書かれている文や図が示している意図は何かを考え、解釈して表現す

ることや、知識・技能を様々な問題場面に生きて働くものとして習得すること」に課題があることが明らか

となりました。また、質問調査では、「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」に向けて、

Ｐ６～Ｐ９で述べてきたような課題が明らかとなりました。 

 こうした課題に対し、県教育委員会が考える授業改善の方策は次のとおりです。教科を問わず、すべての

教職員が日々の授業でこの方策を実施するとともに、機会を捉えてその成果を評価し、さらなる改善に努め

るようお願いします。 

課題１を解決するための方策として、例えば、「小学校算数設問４」の

ような、図や表、資料などを示したときに、その図や表、資料などが、何

を表そうとしているのか、また、何を問おうとしているのか、児童生徒が

その意図を説明する活動を仕組むことが大切です。 

その他にも、国語では、具体的なインタビュー場面や資料等を見なが

ら、発言者がなぜそのように発言したのかをグループなどで説明し合う

活動を取り入れたり、理科では、実験の際に、なぜその実験方法がよいの

か、なぜその条件で実験するのかといったことを児童生徒が説明する時

間を設定したりすることが効果的です。 R７ 小学校算数設問  ４  より 

課題２を解決するための方策として、例えば、「小学校理科設問２（２）」

のように、「電流の流れが輪になっていると電流が流れる」という知識を、

実際のおもちゃ作りなどに活用しながら、より習得を促すことが考えら

れます。 

その他にも、国語では、漢字を生活場面の中で使用したり、自分の書い

た文章をポイントを絞って推敲したりする機会を増やすことや、数学で

は、ある事柄が常に成り立つとは限らないことを具体的な反例をあげて

説明する活動を位置付けるなど、生きて働くものにしていくことが大切

になります。 

R７ 小学校理科設問  ２  より 

（１） 教科に関する調査の課題に対する授業改善の方策 
 

授業ですべきこと！ 

資料や友達の発言の意図などについて、自分の言葉で説明する

時間をとる 

 

課題２ 知識・技能を様々な問題場面に生きて働くものとして習得する 

 
授業ですべきこと！  

知識・技能を活用する場面を授業や生活場面に意図的に位置付

ける 

 家に帰ったあさひさんは、つめかえ用のハン
ドソープがのっている広告を見ました。 
 広告には、つめかえ用のハンドソープが「10％
増量」と書かれています。増量前のつめかえ用
のハンドソープの量は800mL です。 

 増量後のハンドソープの量は、増量前のハン
ドソープの量の何倍ですか。上の㋐にあてはま
る数を、下の１から４までの中から１つ選んで、
その番号を書きましょう。 
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ア R７中学校国語設問  2  より 

イ R７中学校数学設問  7  より 

エ R７中学校理科設問  1  より 

ウ R７小学校国語設問  2  より 

◆ 学習環境 
 アの設問では、「村田さんが、国語の時間に学校の活動を地域に広げるアイデ

ィアについての提案スピーチを行うために事前リハーサルを実施する」という

学習場面が示されています。ここでは、生徒の必要に応じてスライドを提示し

ながらスピーチができる機会を確保しています。 

このように、日常的に ICT を活用できる機会を確保するなど、学習環境を整

備することが大切です。P12 からの特集２では、児童生徒主体の ICT 活用に

向けて記事を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

◆ 学びがいのある課題設定 
 

 イの設問では、「優斗さんと芽衣さんが、地域イベントで『じゃんけんカード

ゲーム』を計画する」という学習場面が示されています。ゲームの進め方を考え

る中で、様々な場面があることに気付き、「それぞれに勝ちやすさが異なるので

はないか」という疑問を持ちます。学習は、その疑問を解決しながら進んでいき

ます。 

 このように、児童生徒の知的好奇心を喚起できるよう、実社会や実生活におけ

る問題場面とつなぐことで、児童生徒の「解決したい」という思いや願いを引き

出すなど、児童生徒にとって学びがいのある課題を設定することが大切です。 

◆ 自己選択・自己決定 
 

 ウの設問では、「伝統工芸品について推薦する『ちらし』を書くために、『ち

らし』の中の説明する文章等を吟味する」という学習場面が示されています。

山田さんは、伝統工芸品の中から、自分が推薦したい「手ぬぐい」を選び、山

田さん自身が見出した「手ぬぐい」のよさを、「ちらし」に表現しようとしてい

ます。 

 このように、「推薦する文章の書き方を学ぶ」という単元の大きな目標は共通

する中でも、全員が同じ道筋で学習を進めるだけでなく、学習教材や問題を選

択したり、解決方法を選択したりするなど、自己選択・自己決定できる場面を

保障することが大切です。 

◆ 学びの過程の振り返り 
 

エの設問では、「水道水と精製水について探究してきたことを発表した

後、その発表内容をグループで振り返る」という学習場面が示されていま

す。Ｂさんは疑問に感じたこと、Ｃさんは考えの変容、Ｄさんは生活とのつ

ながりに着目して、それぞれが振り返ろうとしています。 

 このように、学習内容だけでなく、学習過程や自己の変容、課題の発見な

ど、多様な視点から振り返ることができるよう働きかけることが大切です。 

（２） 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた授業改善の方策 
 

ここには、県全体の課題を解決するための授業改善の方策を示しましたが、自校の課題における授業改善の

視点として当てはまるものばかりではないかもしれません。大切なのは、まずは、各学校において調査結果を

分析することで自校の課題をしっかりと把握し、課題に応じた授業改善の方向性を明確にすることです。そし

て、授業改善に取り組んだ結果を、日々の授業等での見取りや定期的なテスト等で検証し、さらに次の課題把

握、取組につなげていきましょう。そうすることで、次年度の全国学力・学習状況調査では、その成果が現れ

るはずです。各校での取組が進むよう、県教育委員会でもサポートいたします。 
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 上のグラフから、一人一台端末の活用頻度は増加しています。一方で、「使用した（活用した）」と

いう児童生徒と教師の感覚に差が見られます。教師主導の活用から、児童生徒が「自ら使った」と実感で

きる、主体的な活用へと充実させていくことが大切です。このことについて、令和 6 年度の「ICT 活用

推進モデル校事業」の学校のうち、先進的な取組をする３校の調査結果は、次のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフから分かるように、「ほぼ毎日活用した」と回答した児童生徒の割合は 9０％を超えています。

授業を参観した際には、ICT 機器について、教師の指示を待って使用するのではなく、児童生徒が目的

に応じて主体的に活用している姿が見られました。 

様々な使い方を学び、必要に応じて使用できる学習環境が整えられることで、インターネットを使っ

て情報を収集するだけでなく、クラウド環境を生かして友達の考えを参照したり、思考ツール等を使っ

て交流したり、学習の振り返りを蓄積したりと、文具のように活用できていました。 

児童生徒が目的的に ICT を活用することが大切です。 
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90.8 94.5 
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R３ R４ R５ R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「ほぼ毎日」＋「週３日以上」と回答  

■58 調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、児童生 

徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器を、授 

業でどの程度活用しましたか           【学校質問調査】  

 Column 

～特集２～  

一人一台端末の使用・活用頻度は増加している 

「ほぼ毎日」＋「週３回以上」活用している割合が増加 
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49.9 47.4 

62.4 58.2 
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28.3 30.9 

41.0 

53.0 
50.9 
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R３ R４ R５ R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

（ ％

）  
「ほぼ毎日」＋「週３日以上」と回答  

（ ％

）  

□28 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、PC・タブレット 

などの ICT 機器を、どの程度使用しましたか 

【児童生徒質問調査】  

①15.2

①15.2 

①81.8 

②15.9

②17.8 

②12.1 

③21.9

③29.4 

③4.2 

④24.6

④22.5 

④0.9 

⑤15.8

⑤11.5 

⑤0.5 

⑥6.1

➅3.5 

➅0.0 

⑦0.5

⑦0.1 

⑦0.5 

0 20 40 60 80 100

中学校（香川県）

小学校（香川県）

モデル校のうち先進的な
取組をしている３校

□28 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT 機器を、どの程度使用しましたか        【児童生徒質問調査】 

① ほぼ毎日（1日に複数の授業で活用）  ② ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業） 

③ 週３回以上  ④ 週１回以上  ⑤ 月１回以上  ⑥ 月１回未満 

⑦ その他・無回答 
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 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 
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 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 
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香川県教育センターの「児童生徒が主体的に ICT を活用して取り組む学習

の充実に向けた調査研究」では、児童生徒一人一人が「学び手としての主人公」

になる ICT 活用に向け、次の「５つの視点」と「3 つのキーワード」を提案

しています。 

 

 

児童生徒主体の ICT

活用を実現するには、

児童生徒にどのような

力を身に付けさせたい

かを明確にし、目的を

明らかにした学習活動

を設定することが必要

です。そして、児童生徒

の成長に応じて、教師

の指導や支援を徐々に

減らし、委ねていくこ

とが大切です。 

「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の一

体的な充実に向けた授

業改善と重なる部分が

大きいのではないでし

ょうか。 

情報活用能力の育成に課題が見られる      

0

20

40

60

80

100

29-1

文章を作成する（文字、

コメントを書くなど）こと

ができると思う

29-2

情報を収集する（検索す

る、調べるなど）ことがで

きると思う

29-3

情報を整理する（図、

表、グラフ、思考ツールな

どを使ってまとめる）こと

ができると思う

29-4

学校のプレゼンテーショ

ン（発表のスライド）を作

成することができると思う

中学校（香川） 中学校（全国）

0

20

40

60

80

100

29-1

文章を作成する（文字、コ

メントを書くなど）ことがで

きると思う

29-2

情報を収集する（検索す

る、調べるなど）ことができ

ると思う

29-3

情報を整理する（図、表、

グラフ、思考ツールなどを

使ってまとめる）ことができ

ると思う

29-4

学校のプレゼンテーション

（発表のスライド）を作成す

ることができると思う

小学校（香川） 小学校（全国）

0

20

40

60

80

100

29-1

文章を作成する（文字、

コメントを書くなど）こと

ができると思う

29-2

情報を収集する（検索す

る、調べるなど）ことがで

きると思う

29-3

情報を整理する（図、

表、グラフ、思考ツールな

どを使ってまとめる）こと

ができると思う

29-4

学校のプレゼンテーショ

ン（発表のスライド）を作

成することができると思う

中学校（香川） 中学校（全国）

□29－1～29－ 4 あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器（インターネット）を使って・・・ 【児童生徒質問調査】 

「とてもそう思う」＋「そう思う」と回答（％）  

小学校                    中学校        

活用することを通して情報活用能力の育成を 

目的を明らかにした活用と委ねる姿勢を 

0

20

40

60

80

100

29-1

文章を作成する（文字、コ

メントを書くなど）ことがで

きると思う

29-2

情報を収集する（検索す

る、調べるなど）ことができ

ると思う

29-3

情報を整理する（図、表、

グラフ、思考ツールなどを

使ってまとめる）ことができ

ると思う

29-4

学校のプレゼンテーション

（発表のスライド）を作成す

ることができると思う

小学校（香川） 小学校（全国）

 モデル校のように、児童生徒が主体的に ICT を文具のように使う姿が理想ですが、県全体で見ると、

情報活用能力の育成に直結しない現状も見られています。□29－１、３、４ICT 機器で文章を作成したり、情報

を整理したり、プレゼンテーションを作成したりするなど、情報活用能力についての質問に、「とてもそ

う思う」「そう思う」と回答した児童生徒の割合は、全国を下回っています。学習指導要領総則において、

情報活用能力は、言語能力、問題発見解決能力と同様に、学習の基盤となる資質・能力と位置付けられて

います。これからの社会において、自らの考えを整理して発信する資質・能力の育成は重要でしょう。 

 

 Column 

□29‐1 
ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントを書
くなど）ことができると思う 

□29‐2 
インターネットを使っ
て情報を収集する
（検索する、調べるな
ど）ことができると思う 

□29‐4 
ICT 機器を使って学
校のプレゼンテーショ
ン（発表のスライド）を
作成することができる
と思う 

□29‐3 
ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラ
フ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで
きると思う 

□29‐1 
ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントを書
くなど）ことができると思う 

□29‐2 
インターネットを使っ
て情報を収集する
（検索する、調べるな
ど）ことができると思う 

□29‐4 
ICT 機器を使って学
校のプレゼンテーショ
ン（発表のスライド）を
作成することができる
と思う 

□29‐3 
ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラ
フ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで
きると思う 

 Column 

資料特設サイト 
（各校での授業研究、研修にご活用ください） 

https://www.kagawa-

edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969 

 

※ 令和 6 年度 香川県教育センター研究発表会 調査研究２発表資料より引用 

 

Ⅰ 

特 
 

集 
 

 

詳細な内容や、
別の事例について
はこちらから  

（例）小学校１年生活科 

B 多様性を生かす 

ア 必要なタイミング 
家 庭 で実 践 した仕 事 に

ついて記録した動画や写真
を指 しながら仕事 のコツに
ついて話 し合 うことで、「 何
をしているところ？ 」 「 どうや
ってしているの？ 」 などの質
問 が出 やすくなり 、質 疑 応
答が活性化することで気付
きの質を高める。  
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「■11 授業で教員が問題を抱えている場合」に「月に数回程度以上、率先して話し合いを行った」と回答

した学校の割合は、小学校は 75.1％、中学校は 59.4％でした。また、「■12 学級で教員が問題を抱えてい

る場合」に「月に数回程度以上、ともに問題解決に当たった」と回答した学校の割合は、小学校は 90.6％、

中学校は 76.5％でした。また、本年度から、「■21 適切な役割分担や連携協働」や「■23 組織的に対応する

体制の構築」についての質問項目が追加されました。これらの結果から、各学校において、日々の授業や生

徒指導上の問題について、困ったことを相談できる環境が整っていることが分かります。今後も、チームで

支える職場環境づくりについて、「■21」や「■23」の視点を意識し、充実させていくことが大切です。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【授業で問題を抱えた教員への対応】 

■11 前年度に、教員が授業で問題を抱えている場合、率先して

そのことについて話し合うことを行いましたか 【学校質問調査】 

■12 前年度に、教員が学級で問題を抱えている場合、ともに問題

解決に当たることを行いましたか          【学校質問調査】 

 

チームで支える環境が資質向上につながる 

（１）授業や学級の問題を抱えた教員への対応について 

 Column 

（２）チームで支える職場づくりについて 

【適切な役割分担や連携協働】 

■23 教職員が困っているとき、管理職と教職員との間で随時相談 

できるなど組織的に対応する体制を構築していると思いますか               
【学校質問調査】 

【小学校】 

【中学校】 

■21 学校運営上の課題への対応に当たっては、各教職員（支援 

スタッフを含む）の専門性を活かせるよう適切な役割分担や連 

携協働をしていますか               【学校質問調査】 

【小学校】 

【中学校】 

（％） 「週 に１回 程 度 、または、それ以 上 行 った」 

＋「月 に数 回 程 度 行 った」と回 答  

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

77.4

68.2 

76.3 76.2 75.1 73.9 73.2 

76.5 78.9 79.1 

36.3

50.8 

56.7 57.8 
59.4 

55.5 55.7 

61.4 
64.7 64.9 

30

40

50

60

70

80

90

R３ R４ R５ R６ R７

（％） 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

89.3

82.5 

87.2 
87.4 

90.6 

84.5 83.7 86.7 
87.5 88.5 

54.5

65.7 

79.1 82.8 

76.5 

68.3 69.1 

75.3 
77.3 

78.0 

40

50

60

70

80

90

100

R３ R４ R５ R６ R７

①そう思 う            ②どちらかといえば、そう思 う 

③どちらかといえば、そう思 わない      ④そう思 わない 

⑤その他 、無 解 答  

①そう思 う             ②どちらかといえば、そう思 う 

③どちらかといえば、そう思 わない       ④そう思 わない 

⑤その他 、無 解 答  

「週 に１回 程 度 、または、それ以 上 行 った」 

＋「月 に数 回 程 度 行 った」と回 答  

【学級の問題を抱えた教員への対応】 

【組織的に対応する体制の構築】  
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■18 授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか 

【学校質問調査】  

 「■18授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか」の質問に、肯定的に回答した学校の割

合は、小学校で 1.3pt、中学校で 4.8pt 減少しています。この結果には様々な要因があると思いますが、

その一つに、日々の多忙感から、授業研究や事例研究等に取り組むことができないと感じているのでは

ないかと推察します。多忙な学校生活ですが、その中心に据えるべき最も大切なものは授業です。先生

方の創意工夫によって、児童生徒が「できた」「わかった」と実感できる授業にしていくこと、また、一

人一人と向き合い成長を支えていくことが、生きる力を育んだり、自己肯定感を高めたりすることにつ

ながります。そのため、先生方一人一人が、同僚と日々の授業を見せ合う、短時間のオンライン研修を

受講するなど、各校で工夫して、研修の機会を得ていくことが大切ではないでしょうか。 

 

また、「■19個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関する研究会等に定期

的・継続的に参加していますか」の質問に、肯定的に回答した学校の割合は、中学校で 3.1pt 減少した

ものの、全国と比較して同等以上の水準で推移しています。昨年に引き続き、自らの専門性を高めるた

めに、自己研鑽する先生方の様子が伺えます。 

香川県教育委員会では、確かな学力の育成と個に応じた教育の推進に向け、「学力向上モデル校事業」

や「総合授業力リーダー公開授業」など、様々な研修の場を設定しています。 

「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の実現推進モデル校事業」

では、小学校国語科の授業において、全校生に発表する「カモフラー

ジュ発表会」を行うために、教科書教材「自然のかくし絵」を用いて、

段落相互の関係やその段落の内容の捉え方を学び、児童の主体的な取

組につなぐ授業が公開されました。所属や年代の違う多くの先生方が

集まり、様々な角度から授業を振り返ることで、授業者だけでなく、

参加された先生にとっても学びの多い研修の場となっていました。 

ぜひ、「学力向上モデル校事業」や「総合授業力リーダー公開授業」

を、研修の機会として活用してください。 

 

 Column 

「 よくしている」＋ 「どちらかといえば、している」と回答  （ ％

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

■19 個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の 

教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 

（オンラインでの参加を含む）           【学校質問調査】 

  （ ％ 「よくしている」＋ 「どちらかといえば、している」と回答  

81.1 

90.5 

93.4 
95.3 

76.0 

84.2 

86.4 

89.6 

73.1 

85.1 

90.6 

87.5 

73.0 

81.1 

84.1 

87.5 

70

80

90

100

R３ R４ R５ R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「学力向上モデル校事業」  
「総合授業力リーダー公開授業」  

については、P1８を参照  

実践的な研修や専門性を高める研修の実施状況 

実践的な研修や専門性を高める研修の機会の充実を 

99.3 100
98.7 98.6

97.3 98.1 97.7 98.5
98.6 98.6 

95.5 95.5 95.5

90.7

85.9 

93.9 
92.7

94.7
94.8 95.3 

70

80

90

100

R３ R４ R５ R６ R７
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 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 
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 「□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で 84.1％、中学校で 83.9％

であり、全国と同様に推移しています。また、「■31 学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生

かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した」と肯定的に回答した学校の割合は、小・中学校ともに 90％を超えています

が、中学校で「よく行った」と回答した割合が減少しています。生徒が、それぞれのよさを生かしながら

交流し、学びを深めるような「協働的な学び」の場をつくることに難しさを感じているのかもしれません。 

各校で「協働的な学び」の取組が大切にされている 

 Column 

「協働的な学び」の進捗状況は？ 

 文部科学省の※1 サポー

トマガジン「みるみる」で

は、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を別々

のものとして考えるので

はなく、一体的に充実さ

せることが、児童生徒の

資質・能力を育む上で不

可欠であると述べられて

います。そのため、一人で

学ぶ場面と、複数で学ぶ

場面を意図的に組み合わ

せ、それぞれの長所を生

かすことが重要です。 

 

□35 学級の友達（生徒）との話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか                               

【児童生徒質問調査】

85.8 84.1 

86.3 
84.9 

84.8 83.9 

86.1 84.7 

70

80

90

100

R６ R７

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
（％） 

■31 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指
導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者
と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し

合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか 
【学校質問調査】小学校（香川） 

94.6％ 

95.4％ 

93.9％ 

中学校（香川） 
92.2％ 

92.2％ 

91.0％ 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った   

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる 

本年度の「学力向上モデル校事業」、中学校社会科の実践です。まず、

日本列島における国家形成について、「なぜ日本は東アジアの国々との関

わりをもとうとしたのか」という単元を貫く課題を設定しました。 

本時は、単元の終末にその課題を解決する場面です。生徒は、これまで

の学びを基に予想を立て、それが正しいか確かめるために探究していき

ます。その際、「一人で取り組んでもよいし、友達と協力してもよい」と

いう学び方を生徒が選択できる環境が定着していました。生徒たちは、

ノートや一人一台端末を手に探究を進めます。考えが行き詰まったり、 

確信を得たくなったりすると、必要に応じて友達

と協議し、妥当性を確かめ合っていました。 

さらに、全体で考えを共有する場面では、教師

が板書で生徒の意見を整理したり、全員で資料を

確認したりして、生徒一人一人が、自分の考えを

まとめ直すことができるようにしていました。   

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実の具体化が図られている好事例です。 

 Column 

※1 P18 へ 

｜ 15 ｜

Ⅰ  

特　
集



- 16 - 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校と地域や保護者の相互理解が進む 

【保護者や地域の意見を学校運営に反映】  【学校と地域や保護者の相互理解】    

【中学校】 

■75 コミュニティ・スクール等の仕組みを活用して、保護者や地 

域住民の意見を学校運営に反映していますか 
【学校質問調査】 

【小学校】 

① コミュニティ・スクールの仕組みを活用して反映している 

② 類似の仕組みを活用して反映している 

③ 選択肢１，２は行っていないが、選択肢１，２以外の取組を通じて反映している 

④ 反映する仕組みがない     ⑤ その他・無回答 

89.9
91.4 

97.3 

86.1 88.9 

93.3 

83.6

89.1 

93.8 

79.3

84.1 

89.0 

70

80

90

100

R ５ R６ R７

■77 コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によ
って、学校と地域や保護者の相互理解は深まりましたか                      

【学校質問調査】 

(%) 
「そう思 う」＋「どちらかといえば、そう思 う」と回 答  

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

「■75 コミュニティ・スクール等の仕組みを活用して、保護者や地域住民の意見を学校運営に反映

している」と肯定的に回答した割合は、小・中ともに 90%を越えており、全国を上回っています。特

に小学校において、「コミュニティ・スクールの仕組みを活用している」と回答している学校が 94.0%

と高く推移しています。中学校は、76.6％と全国を約 10pt 上回っています。また、「■77 コミュニテ

ィ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まった」と

肯定的に回答した割合は、小・中ともに昨年度から増加し、一層全国を上回りました。「■78 コミュニ

ティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、『社会に開かれた教育課程』の実現に効果があった」

と肯定的に回答した割合も小・中ともに高く推移しています。 

これらのことから、香川県の小・中学校は、学校運営に関して、学校だけで閉じることなく積極的

に保護者や地域と関わり、地域の中の学校として、ともに児童生徒を育てようとする意識が高まって

いると言えるのではないでしょうか。 

 Column 

【中学校】 

【小学校】 

■78 コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、「社 

会に開かれた教育課程」の実現効果がありましたか 
【学校質問調査】 

① そう思う             ② どちらかといえば、そう思う  

③ どちらかといえば、そう思わない  ④ そう思わない  

➄ 取組を行わなかった        ➅ その他、無回答        

【社会に開かれた教育課程】 

｜ 16 ｜
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「■76地域学校協働活動の仕組みを生かして、保護者や地域住民との協働による活動を行った」と肯

定的に回答をした割合は、小学校において全国を上回りました。一方、中学校においては、全国を約 1

４pt 下回る結果となりました。「■79コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、教員の

業務負担軽減に効果がある」と肯定的に回答した割合が中学校において 50%未満ということから、こ

れらの活動が、中学校の教員にとって負担になっている可能性も示唆されます。また、このことが前述

の「■76協働による活動を行った」と肯定的に回答した割合が全国を大幅に下回ることにつながったの

かもしれません。「□27地域や社会をよくするために何かしたいと思う」と肯定的に回答した児童生徒の

割合は、昨年度からは減少しましたが、全国と同等であり、依然高い割合で推移しています。児童生徒

の思いをかなえるとともに、教員にとって業務負担の軽減になる活動が求められます。特に中学校にお

いては、活動に消極的になっているかもしれません。コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の

取組が持続可能となるためには、各校において、地域担当教員や地域学校協働活動推進委員（コーディ

ネーター）を中心として、業務負担の軽減につながる地域を活用した効果的な取組を実施していく必要

があるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Column 

■79 コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、 

教員の業務負担軽減に効果がありましたか 

【学校質問調査】 

① そう思う      ② どちらかといえば、そう思う  

③ どちらかといえば、そう思わない  ④ そう思わない 

⑤ 取組を行わなかった    ⑥その他・無回答 

【小学校】  

【中学校】  

①13.4 

①14.7 

②40.3 

②47.2 

③39.6 

③27.7 

④5.4 

④6.8 

⑤1.3 

⑤3.7 

⑥0.0 

⑥0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①3.1 

①10.3 

②43.8 

②39.5 

③46.9 

③33.2 

④3.1 

④11.0 

⑤3.1 

⑤5.9 

⑥0.0 

⑥0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

学校・家庭・地域の更なる連携に向けて 

         

【児童生徒は何かをしてみたい】 

 □27 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

【児童生徒質問調査】 

77.1
83.2 80.9

76.8

83.5 81.3

62.7

76.4
74.3

63.9

76.1 75.3

50

60

70

80

90

R ５ R ６ R ７

(%) 
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特 
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①25.0 

①34.4 

②40.6 

②45.1 

③25.0 

③14.8 

④9.4 

④5.7 

⑤0.0 

⑤0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①46.3 

①48.2 

②44.3 

②41.0 

③6.0 

③7.8 

④3.4 

④3.0 

⑤0.0 

⑤0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

■76 地域学校協働活動の仕組みを生かして、保護者や地域住民

との協働による活動を行いましたか 

【学校質問調査】 

① よく行った     ② どちらかといえば、行った  

③ あまり行わなかった ④ 全く行わなかった 

⑤ その他・無回答 

【小学校】  

【中学校】  

【保護者や地域住民との協働による活動】  【教員の業務負担軽減への効果】 

 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

｜ 17 ｜

Ⅰ  

特　
集



- 18 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業や取組の改善に役立つリンク集を紹介しますので、ご活用ください。 

 
ht tps : / /www.m ext . go . j p/a_menu/shotou/new-cs/ sense iouen/mext_00001. h tm l  

文 部 科 学 省 が 送 る 、 授 業 づ く り

の た め の 公 式 サ ポ ー ト マ ガ ジ ン 。

「個 別最 適な 学び 」と「 協 働的 な学

び」の一 体的 な充 実を 目 指し 、基 本

の 考 え 方 や 実 践 事 例 を 分 か り や す

く解 説し てい ます 。  

https : / /www.n i e r . go . jp/ka iha tsu/zenk okugakuryoku .h tm l l  

国 立 教 育 政 策 研 究 所 の ウ ェ ブ サ

イト 。全 国学 力・学 習状 況 調査 につ

いて 、そ の結 果や 報告 書 、調査 問題

な ど を 公 開 。 教 育 施 策 の 改 善 や 学

校 で の 指 導 に 役 立 つ 情 報 を 提 供 し

てい ます 。  

香川 県教 育委 員会 のウ ェ ブサ イト 。確 かな 学力 の 育成 や生 徒指 導の 充実 に 向け て大 切に した い取

組や 、事 業ご との 公開 授 業の 案内 、指 導案 等に つ いて 紹介 して いま す。  

https : / /www.pref . kagawa. l g . jp /kenkyou i /gakko/ index .h tm l  

香川 県教 育セ ンタ ーの ウ ェブ サイ ト。 

 

教職 員研 修ペ ージ では、基本・専門 研

修、公 開講 演の 案内 や申 込方 法、オ ンラ

イン 研修 の情 報を 掲載。教員 の資 質向 上

を支 援し ます 。  

 
 
教育 研究 課の ペー ジで は 、調査 研究 や

研究 発表 会で の資 料を 公 開。ま た、研修

サポ ート、教育 相談 、教 育ラ イブ ラリ ー

の運 営な ど、教 職員 や学 校を 支援 する 事

業を 紹介 して いま す。  

 

https : / /www.kagawa-edu . j p/educ01/  
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